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貝殼の加熱処理によるアミノ酸組成の変化
／

＊

秋山雅彦

でよく洗浄した後，乾燥させて粉末試料とした。

ホタテガイの貝殻は，主として葉状構造をしたカ

ルサイトからなるが，筋痕部は光輝層のアラゴナ

イトから構成されている。しかし，後者は量的に

は問題にならないほど少量であるため，とくに葉

状構造から分離することをしないで試料を作成した。

粉末試料1.09を試験管にと，，試験管内の空

気を窒素ガ.スで完全に置換してからその口を封じ，

加水分解炉を138〔､＋3℃に保ち， 25， 50，

76， 118の各時間加熱処理を施した。比較のた

め，加熱処理を行なわない試料も分析に加えた。

熱処理の終った上記試料はそれぞれのピーアー

に移し, 2N塩酸20m2を加え,マグネティック・

スターラーで擬伴しながら脱灰を行なった。脱灰

終了後, 80007Pmで遠心分離し，沈澱はエフ

ラクションとして加水分解に十分な量の6N塩酸

と少量のフェノールを加え，窒素ガス下で108

℃， 22時間加水分解を行なった。得られた加水

分解物はロータリーエバポレーターで塩酸を除去

し, 1/iboN塩酸で適当な濃度にして分析に供した。
次に，溶液はロータリーエバポレーターで乾燥後，

エフラクションと同様な方法で処理し, Sフラク

ションとした。

とのエうにして作成した分析試料は， 日本電子

製アミノ酸分析機(JIJO-6AH)で分析した。分

析の条件は， 2加加の検出器セルを使用した外は，

すでに報告したものと全く同一であるのでここで

は省略する（秋山。水島， 1975)次だし，この

分析法では，緩衝液の切り換えがメチオニンとア

ロイソロイシンの溶出位置と重なって、それら2

種のアミノ酸の定量が思わしくたい。さらに，そ

れらの含有量は他のアミノ酸に比べて微量である

ため， メチオニン・アロイソロイシン。イソロイ

シンに限って次の条件で再度分析した。
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I はじめに

貝化石のなかに，化学化石として各種のアミノ

酸が結合または遊離の形で含まれていることは，

よく知られている事実である。それらのうち塩酸

不溶性のフラクションを加水分解して得られたア

ミノ酸の組成は，現生の同一種の貝殻に含有され

るコンキオリンタンパク質のアミノ酸組成と類似

していることが予想されるが，事実は化石貝殻中

ではアスパラギン酸・セリンの含有率が著しく低

く，先の予想と反していることが指摘されている

（秋山, 1971)｡この事実はホタテガイ(Aki-

yama, 1971)やイタボガキ(Matteret

an.. , 1969)の化石で明らかにされている。

コンキオリンタンパク質は，真珠層で少くとも

5種の相互に異なった分子から構成されている，

といわれている(Gr6.goire etal.,1955;

波多野，1959）｡ホタテガイのように葉状幟造から

なる貝殻中のタンパク質も2種以上の分子から構

成されていて，それらの統成作用における安定性

に差異があるとすれば，化石のコンキオリンは選

択的に分解を受けて，より安定なタンパク質のア

ミノ酸組成に近づいていくものと考えられる。

この小論では，以上のような予測を確かめるた

め，ホタテガイの貝殻を加熱処理することによっ

て，コンキオリンタンパク質の分解実験を行なっ

た。その結果，ほぼ予測を裏づける結果を得るこ

とができたので，ここに報告し, ｡ご批判を仰ぎた

いと考える。

Ⅱ分析試料と実験方法

分析試料は北海道の噴火湾で採集したホタテガ

/i (Patinopectenyessoensie(JAY))の死

I

1

貝である。殻高5cm前後の右殻4個を歯科用エン

ジンを使って完全に殻皮の除去を行ない，ブラシ
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IJCR-2 とによって，不溶性コンキオリンは25時間以内

カラム温度； 52℃ に可溶化し，その後は量的にもアミノ酸組成の上

クエン酸緩衝液; pH 4.25, Na+濃度0,2Nからもほとんど変化しない。さらに，次の3点を
サンプリングポンプ流量； 0．42皿/min 指摘することができる。

ニンヒドリンポンフ流量; 0.21ml/min l)加熱処理をしないホタテガイの貝殻では，エ

検出器セル； 10加加 フラクションとsフラクションの間に有意の差は
存在しない。

Ⅲ結集と考察 2）加熱処理によってエフラクションの量は著し

第1表に分析結果をアミノ酸1000残基中の残 〈減少するとともに，アミノ酸組成も異なって〈
基数で，総量は貝殻1.09中に含まれるアミノ酸 る。とくに，アスパラギン酸セリンの含有率の
の“'で示した。スレオニンとセリンは，加水分解 減少とバリン・イソロイシン・フエニルアラニン

中の損失を考慮して，補正係数として1．05と1．03 などの増加が顕著である。加熱処理後のエフラク
の値を使った。エお主びsフラクションの処理方 ションのアミノ酸組成は，化石ホタテガイのそれ
法はすでに述べているが， エフラクションは不溶 (Akiyama,1971)と著しく類似していること
性のコンキオリンタンパク質構成アミノ酸であり， が指摘できる。

sフラクションはタンパク質。ベブチット・ ・遊離 3) sフラクションでは，加熱時間の長さとは無
アミノ酸などの可溶性の部分を構成するアミノ酸 関係に， エフラクションに比較して，アスパラギ
である。 ン酸の含有率が高く，バリン・イソロイシン。フェ

第1表を検討すると，貝殻に加熱処理を施すと ニルアラニンの含有率が低い値を示している。し
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かし，セリンだけは，加熱時間の増加とともに含

有率が小さくなり，分解の起っていることが示唆

されている。セリン・スレオニンは不安定なアミ

ノ酸であり，すでにVaﾕﾕentyne(1964)によ

って，加熱処理でク’リシンやアラニンに変化する

ことが示されている。

以上のような考察を通して，次の憩うな分解過

程を推論することができる。加熱処理によって，

エフラクションは可溶化し，アスパラギン酸の含

有率の高いタンパク質フラクションが選択的にs

フラクションに移行する。ただし，セリンについ

ては, I, Sフラクションとともに含有率が低く

なっているため，側鎖の切断による分解が生じて

いると予想されるが，その分解がエ ･ S両フラク

ションで同時におこっているのか，それとも可溶

化したsフラクシ罰ンにセリン含有量が多く，そ

の後に分解が生じたのか，この実験から結論を導

くことはできない。

いずれにしても，ホタテガイ化石に認められる

エフラクションのアミノ酸組成の特徴は，加熱処

理実験によって生成されたエフラクションのそれ

に類似しており，この種の実験によって化石コン

キオリンの分解過程をシミュレートすることがで

きるものと，結論できよう。

今後9 Sフラクションの分子量分布やそれらの

組成上の特徴などについて検討を加える予定であ

る。
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(書評）

川本信之・福田芳生署（1969）：魚類組織図説。硬骨魚類編. 151p. ,2700円，石崎書店．

本書は，硬骨魚類に関する組織解剖図集で，皮 利な用語解説集ともなっている。また，最後に上

膚．血液ならびに脈管系．呼吸器系．鱸。消化器 述の各系統ごとに分類した295篇の参考文献が付

系．泌尿器系ならびに惨透圧調節器‘内分泌器． されている。 （大森昌衛）
生殖器系．運動器系・神経組織ならびに感覚器． 希望者は，下記あてに，定価の8掛十送料(240

発電器．発光器・吸着装置・刺毒器に分けて， 円）をそえて，申しこまれれば求められる。

114枚の凸版図版に298図を掲載している。 〒284千葉県印旛郡四街道町1585

巻末の索引によって，組織・解剖についての便 福田古生物学研究所 福田芳生
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